
無線式列車制御システムの導入に際して軌道回路も同時に撤去されると

レール破断検知ができなくなり、レール破断箇所（以下、「レール開口部」とい

う）を一定期間、車両が繰り返し走行する可能性があります。そのような状況下

を想定し、レール開口部の走行安全性を評価する手法を開発しました。

⚫開発した重錘落下試験装置を用いること

で、レール開口部を車両が通過する際の衝

撃荷重に相当する荷重を繰り返し載荷す

ることが可能です。

⚫ レール開口部の車両走行シミュレーション

モデルに対し、重錘落下試験後の軌道部材

の損傷状態を反映させることで、レール開

口部の繰り返し通過を想定した場合の車

両挙動をシミュレーションすることが可能

です。

軌道技術研究部（軌道構造）

⚫重錘落下委試験装置を用いて、様々な軌

道構造における部材損傷評価が可能です。

⚫ レール開口部の車両走行シミュレーション

モデルを用いて、様々な車両・軌道条件に

おけるレール開口部の走行安全性評価が

可能です。

レール開口部の走行安全性評価

特 徴

用 途

活用例

鉄道事業者からの依頼に応じて、様々な条件を想定したレール開口部の車両走

行シミュレーションおよび試験を実施し、設備計画策定のための評価に活用され

ています。

車輪

レール

重錘落下試験装置

レール開口部の車両走行
シミュレーションモデル
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重錘落下試験装置

重錘落下試験後の軌道部材の
損傷状態例

レール開口部の車両走行
シミュレーションによる評価例

レール開口部の車両走行シミュレーション

項目 諸元

駆動源 インバーター
モーター

駆動システム カム方式

運転方式 手動／自動

重錘質量 640～1240kg

重錘落下高さ 25～80mm

載荷周期 2.5～12.5秒/回

装置諸元

55000回載荷後

繰り返しの衝撃荷重により
インシュレーターが損傷

ばね要素
ダンパ要素

重心

車体

台車

輪軸

台
車

車体

輪軸

台車
内軌

外軌

レール開口部

進行方向

曲線条件を想定した
試験の実施状況例

供試体
傾斜治具

合力
(衝撃荷重)

供試体
傾斜

GC側 FC側

装置の構造

レール開口部

接触子
(車輪径模擬)

カム機構

インバーター
モーター

落下高さ調整用
スペーサー

動作安定用
ガイドバー

調整用
ウエイト

ロードセル

供試体傾斜⇒曲線条件も考慮可能

重錘落下試験後の
レールの塑性変形

初期形状

車両の繰り返し通過による部材損傷を
考慮した走行シミュレーションが可能

損傷状態を反映

衝撃
輪重

目安値を
下回り
問題無

レール
開口部

輪重

横圧

レール
開口部

衝撃輪重の
反動による
輪重抜けレール開口に

よる輪重抜け
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